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本器を末永くご愛用いただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、

正しい方法でご使用下さい。 
尚、この取扱説明書は、必要なときにいつでも取り出せるように大切に保存して下さい。 
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1. 概 要 
 

本器は、ＩＰ－Ｒ５形、Ｒ－１２５０形を使用して耐電圧試験を行なう場合に用いる、５ｋＶＡ電圧調

整器です。 
 
 

2. 仕 様 
 

入力電圧 ＡＣ１００Ｖ 単相 ５０／６０Ｈｚ 

出力電圧 ＡＣ０～１３０Ｖ 

定格容量 ５ｋＶＡ(１０分定格) 

外形寸法 約２４０(Ｗ)Ｘ２４０(Ｄ)Ｘ５００(Ｈ)ｍｍ 

重 量 約２６ｋｇ 
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3. 外観図 
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① 電圧調整器 試験出力電圧設定用調整器 
② 電源スイッチ 電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 
③ 出力端子 二次電圧出力用丸型コネクタ 
④ 接地端子 本器操作部接地用端子 
⑤ 電源極性確認ランプ 電源入力の極性確認用ランプ 
⑥ 電源入力端子 ＡＣ１００Ｖ電源入力用丸型コネクタ 

 

①電圧調整器 

②電源スイッチ 

③出力端子 

⑤電源極性確認ランプ 

⑥電源入力端子 

④接地端子 
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4. 回路図 
 

 

 

 

 

5. 電源の接続方法 
 

 

手 順 操 作 

1 ＩＰ－Ｒ５形に付属している電源クリップコードを入力端子に接続します。 

2 ＩＰ－Ｒ５形に付属している電源プラグコードを用いて、出力端子とＩＰ－Ｒ５形の電源を接

続します。 

3 電源ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）に赤コード（赤クリップ）と青コード（黒クリップ）

を接続します。（青コードは、どちらでも良い。他方は、Ｒ－１２５０形へ接続） 

4 電源極性確認ランプ（検電器の働きをする）により電源の極性を確認します。 

（1）ランプが消えた場合、電源コードのクリップを逆にして点灯状態にします。 

（2）完全に消えた場合と完全点灯した場合を確認して点灯状態にします。 

 

 

  

 

入力

AC100V

NFB

PL

※

SD

※PL･･･電源極性確認ランプ

出力端子 

0～130V 

IP-R5形
電源入力端子へ

赤

黒

青

赤

黒

ライン側

アース側

電源
AC100V

R-1250形へ
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6. カスタマーサービス 
 

校正試験 
 
 

校正データ試験の 

ご依頼 

 

５ｋＶＡＳＤ形 Ｒ－１２５０形用電圧調整器の試験成績書、校正証明書、

トレーサビリティは、有償にて発行いたします。お買いあげの際にお申し出

ください。アフターサービスに於ける校正データ試験のご依頼は、本器をお

客様が校正試験にお出ししていただいた時の状態で測定器の標準器管理基準

に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証明書、トレーサビリティをお客

様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせて有償で発行いたします。 

 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正

証明書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるように

ご手配願います。 

 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点

検として校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせ

ていただきご了承をいただいてから修理いたします。 

 本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コー

ド類も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、付属コー

ド類を本体につけてご依頼ください。 

校正試験データ 

（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再

発行致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご

依頼時にお申し付けください。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験

成績書のご要望には、応じかねますのでご了承ください。 

 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」

シールが貼られています。 
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製品保証とアフターサービス 
 

保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修

理は除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づ

く故障を生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミ

ス（定格以外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・

保管環境の劣悪など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。ま

た、この保証期間は日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場

合は、保証期間が無効となります。また、当社が納入しました機器のうち、

当社以外の製造業者が製造した機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機

器の製造業者の責任条件によるものといたします。 

保証期間後のサービス

(修理・校正） 

有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質

でご使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサー

ビス（修理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に

製品名、製品コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼ください。

修理ご依頼先が不明の時は、当社各営業所にお問い合わせください。 

一般修理のご依頼 

 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際

にご依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチ

ェックし、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。

（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様

に記載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、

不具合があれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化してい

る部品に関して交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼

時に総合試験をご希望されるときは、「総合試験」をご指定ください。校正点

検とは、異なりますので注意してください。（「総合試験合格」シールを貼り

ます） 

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ

月保証させていただきます。 

修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年

間となります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供

給の都合により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご

了承ください。 
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7. 免責事項について 
 

 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器

です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被

測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6 章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機

器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万

一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害については責

任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客

様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を

負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない

条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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